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ご
あ
い
ち
つ

太
平
洋
を
一
望
に
収
め
る
大
賞
前
原

の
景
勝
の
地
に
、
大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
こ
の
た
び
、

開
所
の
運
ぴ
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
大

き
な
悦
ぴ
で
あ
り
ま
す
。

現
今
の
学
校
教
育
を
省
り
み
る
と
き
、

や
や
も
す
る
と
智
脊
傾
震
の
趣
あ
る
を

否
定
し
え
な
い
風
潮
に
あ
り
ま
す
。
市

し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
脊
成
に
と

っ
て
は
、
智
宥
を
支
、
ぇ
育
む
健
全
な
体

育
の
充
実
こ
そ
必
要
欠
〈
べ
か
ら
ざ
る

も
の
で
あ
り
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
そ
の
振
興
に
カ
を
注
い
で
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。
幸
い
当
町
は
伝
統
的
に

ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
町
で
あ
り
、
中
央

ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
郷
土
出
身
の
名
士
が

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お

り
で
あ
り
、
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
反
面
、
町
の
ス
ボ

i
ツ
施
話
国
で 大

洗

町

長

ん
JL

1
 

内

宏

の
立
返
れ
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
関
所
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
行
な
い
、
こ
の
地
区

に
年
次
を
追
っ
て
町
営
プ

l
ル
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
そ
の
他
の
施
設
を
併
設
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
の
広
場
と
し
て
の
機
能
を
充
実
し
、

青
少
年
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
体
力
づ
く
り
、
健
康
増
進
に
役
立
つ

よ
う
整
備
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
自
転

車
振
興
会
、
自
転
車
道
路
協
会
、
県
当

局
の
多
大
な
ご
援
助
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
御
好
意
、

町
内
各
団
体
の
御
協
力
を
頂
き
、
町
を

代
表
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
百
景
の
一
つ
、
大
貫
前
原
海
岸
に
建
設
中
で

あ
っ
た
、
大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
去
る

7
月
缶
百
、
竣
工
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

i
ミ
ナ
ル
は

広
島
県
八
千
代
町
に
つ
い
で
全
国
で
四
番
目
の
施
設

で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
旅
す
る
人
や
、
大
洗
町
町
の
観

光
を
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
で
楽
し
む
人
々
の
憩
の
場
、

あ
る
い
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
教
育
研

穆
、
宿
泊
学
習
等
の
場
、
更
に
は
一
般
の
方
々
に
も

広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
場
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
す
。
み
な
き
ん
、
お
気
軽
に
ご
活
用
下
さ
い
。

擁
設
mw
島
ら
ま
し

大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル

大
洗
町
大
貫
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前
原
二
一
一
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|
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転
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延
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一
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O
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・
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構
造
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リ
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ニ
階
建
、
一
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地
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〔
一
階
〕
玄
関
、
ロ
ビ

i
、
事
務
室
、

名

称

所
在
地

和
室
(
一
二
室
)
、
研
拷
室
、

食
堂
、
管
理
人
室
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浴
室

(
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・
女
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厨
房
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(
一
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洋
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(
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洗
面
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表

区 分 手口 室 洋皇室 (A) 洋室 (B)

宿 1，700円

@イン午後4:00
自主 1，800円 1，500円

中 学生 1， 300 
@アウト 翌日午前 10:00

1， 100 

j自 小 学生 1， 200 1，000 
@媛冷房使用期間は

幼 児 600 500 
1人100円加算

内
⑧ l室 4時間以内。 1時間増すごとに 500円加算

主雪 室 2，000 
@自愛冷房使用期間は3割加算

石汗 4時間以内 3，000 
曜静午再リ 9:00~ 午後 10:00

引萎

皇室 8時間以内 5，000 
-1時間増すごとにし000円加算

曲目差冷房使用期間は3叡加算

自
自主 400 

転 中 学生 300 
融 1回 4時間以内

主事
小 学生

⑧ H寺関増すごとに 50円加算
200 

食 事 朝食 500 夕食1，100円 I-一品料理・特別料理うけたまわ
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L
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昌

滋
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エ
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快
富
山
一
w

株
式
会
社

A
A
A
蕗

会

一

…
d
日

常

取

締

役

社

長

若

林

安

男

殿

…

サ
ン
エ

l

…
大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

A
A
A
雲
(
自
転
車
製
造
卸
)
を
経
営
一

…
の
竣
工
を
祝
し
て
若
林
蓄
え
か
ら
し
、
か
た
わ
ら
東
京
自
転
車
製
造
卸
一

一
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
右
記
の
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て
業
界
で
活
一

一
と
お
り
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
若
林
さ
躍
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
建
設
に
つ
い
一

…
ん
は
許
明
神
町
の
ご
出
身
で
現
在
、
て
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ぺ霊協
連

ち間齢可塑撞齢

匂唖酔

幼児教曹のだめにと

イチゴハウスを解披

;需癌岸、璽を迎えて

神
山
地
区
の
大
野
弘
さ
ん
、
井
上
侍

き
ん
、
大
賞
夫
二
男
さ
ん
の
三
人
の
皆

さ
ん
辻
昨
年
に
続
い
て
、
今
年
も
イ
チ

ゴ
ハ
ウ
ス
を
無
料
で
解
放
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
幼
い
児
た
ち
に
実
の
り
の
喜

ぴ
を
凱
で
感
じ
と
っ
て
も
ら
お
う
と
、

暫
内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
の
克
童
を
招

い
た
も
の
で
、
由
七
九
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
日
の
ま
わ
り
や
胸
元
を
真
赤
に

染
め
て
、
小
き
な
口
一
杯
に
新
鮮
な
イ

チ
ゴ
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
捕
む
こ
と

に
無
中
な
児
ど
も
た
ち
、
滑
り
に
は
バ

ッ
ク
山
盛
り
の
イ
チ
ゴ
を
お
土
産
に
喜

及
と
し
て
い
ま
し
た
。

各種団体の奉仕作業続く

海の季節を迎えて、私たちの海岸を汚れから守ろ

うと、各種団体による海岸の清掃奉仕が活発に行な

われています。美しい海、その陰には人々の美しい

心と行動のあることを忘、れではなりません。私たち

の自然は私たち皆んなの手で守りましょう。

毎年、海岸清掃に励んでいる団体。
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業

蓄
を
表
彰

大
洗
口

i
タ
り
!
ク
ラ
ブ

日
頃
、
各
種
奉
仕
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
大

洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
去
る
6
月
比
目
、

ク
ラ
ブ
例
会
の
滞
上
で
、
軒
内
に
職
場
を
も
っ

職
業
奉
仕
者
に
対
し
て
表
彰
を
行
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
の
職
場
で
永
年
に
一
日
一
っ
て
一
意
専

心
そ
の
職
に
励
ま
れ
、
他
の
範
と
な
ら
れ
た
人

々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
は
次
の
三
名
の

方
々
が
受
賞
し
、
石
山
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
き
れ
ま
し
た
。

受

賞

者

大

貫

町

H

磯
浜
町

大
賞
町

" 

小
野
瀬
允
子
さ
ん

桜
井
賎
子
さ
ん

江
矯
誠
三
郎
さ
ん

美
し
い
自
然
の
景
観
に
恵
ま
れ
た
、
大
洗
に
住
み
、

大
洗
を
愛
す
る
人
達
の
、

善
意
の
奉
仕
活
動
が
夏
を

迎
え
て
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

日
頃
、
黙
々
と
人
知
れ
ず
奉
仕
す
る
方
々
の
姿
を
、

大
き
な
感
謝
の
念
と
と
も
に
こ
こ
に
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
更
に
、
愛
町
の
輪
が
一
層
の
広
が
り
を

み
せ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

大

磯
浜
婦
人
会

大
賞
婦
人
会

夏
海
婦
人
会

大
一
扇
会

}
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
個
人
、
団
体

(
順
不
同
)

o 
f鼠

神人

山

野

弘
さ
ん

設
の

作

に

開

む

大

洗

建

設

工

業

会

去
る
六
月
三
日
、
大
洗
建
設
工
業
会

(
田
山
勝
造
会
長
、
会
員
弘
名
)
で
は
、

町
立
第
一
中
学
校
本
館
3
・
4
摺
の
廊

下
天
井
の
張
替
え
作
業
を
、
昨
年
に
引

き
続
き
今
年
も
行
な
い
ま
し
た
。
酷
暑

の
中
、
一
日
中
大
汗
を
流
さ
れ
た
会
員

の
皆
き
ん
の
ご
奉
仕
の
甲
斐
あ
っ
て
、

見
違
え
る
程
に
き
れ
い
に
な
っ
た
廊
下

や
天
井
に
¥
学
校
側
も
大
感
激

λ

「早

速
、
全
校
生
徒
に
話
を
し
、
保
全
に
注

意
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
U

と
、
校

長
先
生
も
嬉
ぴ
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

ば
@
う
ど
ん

無
料
サ
ー
ビ
ス

大
洗
町
飲
食
唐
組
合

青
年
部

体

や
か
怠
奉
仕

2 

スポーツ大会で

去
る
6
月
間
日
、
爽
や
か
な
初
夏
の
目
ざ
し
の

中
で
、
今
年
も
町
の
老
人
体
育
祭
と
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た

好
天
と
広
々
と
し
た
縁
の
芝
生
の
中
で
、
元
気
な

お
年
寄
り
ゃ
身
障
者
の
皆
き
ん
が
心
地
良
い
汗
を

こ
れ
と
は
別
に
、

参
加

流
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

開
討
幽
即
時

d

者
や
関
「
者
の
感
謝
の
眼
指
し
の
中
で
汗
を
流
し

な
が
ら
一
生
態
命
動
ハ
て
ハ
た
二
つ
の
主
体
力
皆
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体
聞
き
ん

夫
二
男
さ
ん

利

夫

さ

ん

実
さ
ん

男
さ
ん

子
さ
ん

わ
ん
さ
会

大
洗
町
飲
食
底
組
合
青
年
部

大
洗
ロ

l
タ
リ

i
ク
ラ
ブ

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
洗
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

新
町
3
区
の
2
町
内
会

大
洗
倫
理
研
究
所

大
洗
町
子
供
会
連
合
会

大
洗
土
木
協
会

樹
山
本
環
境
衛
生
設
傍

こ
の
ほ
か
に
も
、
ご
奉
仕
い
た
だ
き

な
が
ら
当
方
で
も
気
づ
か
な
い
方
々
が

大
勢
お
い
で
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

悪
し
か
ら
ず
ご
了
ゑ
下
さ
い
。

磯

喜子待
のA (J苫
各貫 V .，#

婦
入
会

小白山佐大井
松
崎土崎藤貫上

東
光
ム
口

新

町
髪

釜

仲

町

o
団
体

大
洗
建
設
工
業
会

県
立
大
洗
高
等
学
校

町
立
第
一
中
学
校

町
立
高
中
学
校

町
立
祝
釘
小
学
校

町
立
磯
浜
小
学
校

町
立
大
貫
小
学
校

町
立
夏
海
小
学
校

道イ中

茶

活
動

清掃活動では先駆的な役割を果たし、第 1回茨城

県パラ賞の受賞団体となった新町 3区の 2町内会てい

はその後も、村田前内会長を先頭に黙々と奉仕活動

を続け 6年聞の実績を積上げています。昭和52年 3

月、広報紙、おおあらい、に「この美しい小さな輪

がだんだんと大きくのびて、やがては大洗町全域を

覆う臼がくるのを期待しますりと末尾に記しました

が、その後、全町的規模の咽丁民挙げての大掃除、

をはじめ、各種の奉仕活動が町民の皆様方の善意、に

より一層展開し、小きな輪が次第に大きな広がりを

見せていることは大変に嬉しいことです。

塁審

閣の実績を誇る

新旺IT3区の2閣内会

らあおお
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夏を迎えて因子内の交通量は一層の増大をみせてい

ます。町ではあの悲惨な交通事故を防止するため各

種の対応策をこうじていますが、カーブミラーの設

置もその一つで、現在、町内の街角や狭い道の辻々

に153ヶ所設置してあります。しかし、大切な施設もヨ

ゴレで曇っていたり、心ない者達のイタズラなどで

破損していては何んの効果もないばかりか、美化を

も損ないます。大蔚会(関根茂会長外会員13名)と、

わんさ会(田崎誠会長外14名)の皆さんは、日頃の

両会親善交流の中でこの問題をとり上げ、去る 6月

17日、早朝より祝町、磯浜、大賞、夏海の全域にわ

たって清掃作業を行ないました。日曜日の貴重な時

間をきいての奉仕に、ミラーのヨゴレは忽ちにして

失せ、ピカピカに光ったカーブミラーは安全をささ

やきかけているようでした。また、破損した施設は

補修をするよう役場交通係に連絡しました。

動

力

i
ブ
ミ
ラ
ー
の
溝

(3) 

仕
的
茨
城
国
体
を
一
つ
の
契
機
に
、
町

内
を
美
し
い
花
で
飾
り
、
開
時
に
住
む

j
人
達
の
連
帯
意
識
を
更
に
強
め
よ
う
と

j
F
花
一
っ
ぱ
い
運
動
が
展
開
さ
れ
て
か
ら

五
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
毎
年
、
花

議
c: 

霊童足
立主竜之大洗

畏
挙
げ
て
の
大
掃

さ
ん
が
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
昼
食
時
、
参
加

者
全
員
に
そ
ば
・
う
ど
ん
の
無
料
給
食
の
奉
仕
を

さ
れ
た
大
洗
町
飲
食
庖
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
、

湯
茶
接
待
の
奉
仕
を
さ
れ
て
い
た
磯
浜
・
大
震
(
・

夏
海
の
各
婦
人
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
、

そ
ば
・
う
ど
ん
は
六
百

そ
の
お
美
味
き
が
人
気
を

五
十
人
分
で
し
た
が
、

呼
び
ま
た
た
く
間
に
品
切
れ
に
な
り

ま
た
、
湯

茶
の
接
待
は
久
々
の
運
動
で
ほ
さ
れ
た
、

の
ど
に

つ
る
お
い
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

1 

町
民
の
皆
さ
ん
の
総
意
の
結
集
で

あ
る
「
町
民
総
ぐ
る
み
の
大
掃
除
」

円

i

R凡
1
i

ロμ
、

も
今
年
で
第
3
囲
自
を
迎
え
て
去
る

7
月
8
日

道
が
キ
レ
イ
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お

こ
の
大
掃
除
に
は
、
大
洗

土
木
協
会
(
黒
沢
久
蔵
会
長
、
町
内

日
社
水
戸
2
社
)

で
は
毎
週
、

ダ
〆
ン

プ
カ

l
(
延
部
台
)
と
シ
ョ
ベ
ル
カ

の
3
自
曜
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
早

ー
(
延

6
台
)
を
、
山
本
環
境
衛
生

朝
よ
り
の
全
町
民
の
皆
犠
方
の
ご
努

処
理
さ
れ
た
汚
泥
等
が

回
一
一
昆
に
な
り
ま
し
た
。

伺
ん
と
問

t
、
ダ
ン
プ
で
延
捌
台
の

こ
の
結
果
、
町

内
の
隅
々
に
至
る
道
路
側
溝
、
下
水

設
備
社
(
山
本
丈
夫
社
長
)

で
は
高

圧
バ
キ
ュ
ー
ム
車
1
台
を
そ
れ
ぞ
れ

提
供
奉
仕
さ
れ
、

処
理
作
業
の
原
動

カ
と
な
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

の
季
節
が
く
る
と
町
内
4
ヵ
所
の
花
壇

は
美
し
い
花
で
彩
ら
れ
、
み
る
人
々
の

心
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
裏
で
は
球
根
の
植
付
け
か
ら
除

草
、
散
水
と
汗
を
流
し
て
黙
々
と
奉
仕

作
業
を
続
け
ら
れ
て
い
る
次
の
方
々
が

お
り
ま
す
。
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

O
東
光
台
ロ
ー
タ
リ
ー
花
壇

磯
浜
婦
人
会

O
仲
町
花
壇

一
六
二
名

ス
ズ
ラ
ン
・
ス
ミ
レ
子
供
会
五
五
名

O
観
光
ホ
テ
ル
下
ロ
ー
タ
リ
ー
花
壇

大
貫
婦
人
会

O
平
戸
橋
花
壇

大
洗
町
青
年
会

一O
名

ニ
O
名

こ
の
外
、
備
人
で
次
の
方
々
が
奉
仕

さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
利
夫
さ
ん
、
山
崎
実
さ
ん

白
土
伸
男
さ
ん
、
小
松
崎
道
子
さ
ん

しし発
aて足
7街記
す鑑識
~Iこ事
2櫨葉
少裁と

大
洗
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
(
関
野
ま
さ

い
会
長
外
二
三
名
)
で
は
、
大
洗
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
発
足
記
念

事
業
と
し
て
、
都
市
計
画
街
路
、
大
洗
1

夏
海
線
の
う
ち
、
東
光
台
か
ら
神
社
鳥

居
ま
で
の
街
路
樹
の
植
樹
と
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
花
壇
の
除
草
を
行
な
い
ま
し
た
。
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去
る
六
月
二
十
日
、
大
洗
港
を
商
港

と
し
て
発
獲
さ
せ
る
計
画
が
運
輸
大
臣

の
諮
問
機
関
で
あ
る
、
中
央
港
湾
審
議

会
で
正
式
に
決
ま
り
去
し
た
。
御
承
知

の
と
お
り
、
大
洗
港
は
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年

に
地
方
港
湾
の
指
定
を
受
け
た
後
、
近

代
的
な
技
法
の
も
と
に
科
学
的
調
査

が
進
め
ら
れ
、
昭
和
一
二
十
六
年
工
事

に
着
手
し
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。そ

の
結
果
、
現
在
で
は
漁
船
の
た
め

の
港
湾
施
設
は
ほ
ぼ
概
成
し
、
今
後
町

に
と
っ
て
大
洗
港
を
ど
の
よ
う
に
位
霞

つ
け
、
整
備
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
、
国
・

県
の
基
本
計
画
で
は
、
大
洗
港
の
地
理

的
重
要
性
か
ら
北
関
東
を
背
後
留
と
す

る
流
通
港
湾
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
と

す
る
計
画
が
た
て
ら
れ
、
そ
の
要
請
を

受
け
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
為
、

地
元
と
し
ま
し
て
も
総
合
計
画
審
議
会

を
設
澄
し
、
大
洗
港
の
今
後
の
整
備
方

向
を
検
討
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
地
元
経
済
の
振
興
と
、
新
し

い
街
づ
く
り
の
促
進
が
大
き
く
期
待
で

き
る
こ
と
を
蓑
視
し
、
県
が
技
術
的
に

検
討
さ
れ
ま
し
た
。
別
平
一
郎
計
画
閣

の
と
お
り
、
こ
れ
を
妥
当
と
す
る
結
論

が
出
さ
れ
、
商
港
と
し
て
発
展
さ
せ
る

た
め
の
基
本
方
針
を
恩
め
た
の
で
あ
り

ま
す
。そ

の
整
備
基
本
方
針
は
、

第
一
に
、
長
距
離
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
答

港
を
前
提
に
、
農
水
産
品
及
ぴ
水
戸

周
辺
地
域
の
生
活
関
連
物
資
等
を
取

扱
う
商
港
と
し
て
公
共
ふ
頭
の
笠
備

を
進
め
る
。

第
二
に
、
港
湾
と
し
て
の
安
全
度
を
確

保
す
る
た
め
、
防
波
堤
及
ぴ
航
路
泊

地
の
整
備
を
進
め
る
。

第
三
に
、
周
辺
地
域
と
の
調
和
に
配
慮

し
な
が
ら
、
新
し
い
街
づ
く
り
の
た

め
の
都
市
再
開
発
用
地
の
造
成
を
、

らあおお昭和54~手 8 J'l 8B

港
湾
整
備
と
一
体
的
に
進
め
る
。

第
四
に
、
港
湾
建
設
と
調
和
の
と
れ
た

海
浜
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
区
慾
備

の
た
め
の
海
岸
環
境
整
備
を
行
な
九

以
上
の
方
針
に
よ
っ
て
整
備
す
る
も

の
で
す
ん
も

そ
し
て
こ
の
計
甑
の
実
施
に
よ
る
効

果
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

第
一
に
、
北
関
東
地
域
の
第
一
次
産
品

の
販
路
拡
大
と
、
地
域
内
消
費
へ
の

生
鮮
食
料
品
供
給
機
構
の
改
善
。

第
二
に
、
首
都
圏
に
お
け
る
物
流
機
構

の
改
善
へ
の
寄
与
。

第
三
に
、
地
元
既
成
市
街
地
の
再
開
発

と
、
新
し
い
街
、
っ
く
り
の
促
進
。

第
四
に
、
地
元
水
産
業
の
一
層
の
発
展
。

第
五
に
、
海
浜
観
光
地
と
し
て
の
大
洗

説。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、
新
た
な

展
開
の
可
能
性
の
部
出
。

第
六
に
、
池
沿
資
本
に
よ
る
起
業
機
会

の
増
大
と
就
労
機
会
の
増
加
。

等
が
期
待
で
き
る
わ
け
で
す
。

次
に
港
湾
計
画
の
概
要
を
申
し
上
げ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
計
醸
の
目
標
年
次
は
昭

和
六
十
五
年
と
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ

の
年
次
の
貨
物
取
扱
い
量
は
、
六
五
O

万
ト
ン
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
又
、
港

湾
埋
立
地
は
昭
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

ふ
頭
用
地
十
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
港

湾
関
連
用
地
、
つ
ま
り
企
業
等
の
立
地

出
来
る
前
積
で
あ
り
ま
す
が
、
十
万
平

方
メ
ー
ト
ル
、
都
市
再
開
発
用
地
、
こ

れ
は
新
し
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
活
用

出
米
る
出
積
で
す
が
、
十
万
平
方
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

観
光
的
な
比
重
を
高
め
る
た
め
の
用
地

と
し
て
、
緑
地
を
五
万
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
確
保
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
一
応
土
地
利
用
に
つ
い
て
も
定
め
て

あ
り
ま
す
が
、
地
心
メ
リ
ッ
ト
創
出
の

為
の
具
体
的
な
利
用
取
り
組
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
十
分

に
話
し
合
い
を
深
め
な
が
ら
、
そ
の
方

向
固
め
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
全
体
の
完
成
が
昭
和

六
十
五
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昭

和
五
十
九
年
頃
に
は
フ
ェ
リ

i
が
入
港

出
来
る
よ
う
に
怒
備
し
、
地
一
広
メ
リ
ッ

ト
を
…
口
μ
も
早
く
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
大
洗
港
の

重
要
港
湾
格
上
げ
と
時
間
じ
く
し
て
、

本
年
度
の
国
の
予
算
に
お
い
て
は
、
隣

の
射
爆
場
跡
地
に
大
規
模
(
五

0
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
)
な
国
営
公
開
凶
を
つ
く
る
計

画
に
対
す
る
調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
し
て
、
本
町
が
こ
れ
か
ら
の
街
づ

く
り
を
考
え
る
場
合
に
、
こ
の
公
国
計

闘
を
踏
ま
え
て
充
実
し
た
地
域
づ
く
り

に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
為
に
は

浴
湾
づ
く
り
に
あ
わ
せ
、
街
路
・
広
域

交
通
体
系
が
ら
み
た
道
路
の
整
備
、
あ

る
い
は
、
上
下
水
道
等
や
そ
の
他
の
公

共
施
設
の
整
備
も
平
行
し
て
ゆ
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

更
に
、
こ
う
し
た
新
し
い
街
づ
く
り

に
対
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
の

変
化
に
対
応
す
る
心
構
え
を
も
っ
て

対
処
し
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
十
分
話

し
合
い
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
患
い

ま
す
。こ

う
し
た
、
街
、
つ
く
り
の
展
開
に
つ

き
ま
し
て
は
穣
々
困
難
も
子
制
さ
れ
ま

す
が
、
人
間
性
蒙
か
な
海
浜
文
化
都
市

づ
く
り
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

大
賞
町
全
鶴
居
が
加
入
し
、
去
る
4
月
l
日
に
発
足
し
た
大
賞
商
属
会
(
会
長

猿
田
照
一
氏
、
会
員
臼
名
)
で
は
、
地
一
氾
の
皆
捧
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
商
腐

街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
商
活
街
の
愛
称
募
集
を
行
い
、
数
多
く
の
応
募
作
品

の
や
か
ら

w

ハ
ッ
ピ
ー
通
り
ω

を
採
用
し
、
正
式
愛
称
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
、
去
る
7
月
8
日
の
日
開
唯
日
に
は
、
議
訪
神
社
境
内

で
青
空
市
を
開
催
じ
人
気
を
呼
ぴ
ま
し
た
が
、
特
に
、
呼
び
物
力
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
大
会
H

で
は
皆
さ
ん
持
ち
寄
り
の
品
物
別
点
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
、
二

万
二
千
五
O
O円
を
売
上
げ
、
こ
の
総
額
を
大
洗
町
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
猿
回
会
長
は
今
後
の
抱
負
と
し
て
、
「
商
沼
会
で
は
町
の
こ
れ
か
ら
の

発
展
に
対
応
す
る
た
め
、
勉
強
会
・
研
修
会
・
町
長
と
の
対
話
集
会
等
を
積
媛

的
に
開
催
し
、
会
員
相
互
の
資
質
の
向
上
を
囲
っ
て
い
き
た
い
〕
と
、
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。日

夏
季
有
料
駐
車
場
を

開

設

町
で
は
こ
の
夏
か
ら
、
大
洗
都
市
公
園
内
の
駐
車
場
の
ほ
か
、
磯
浜
、
大
賞

地
区
の
駐
車
場
を
有
料
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
海
水
浴
場
を
開
設
す
る

た
め
に
要
す
る
多
額
の
費
用
や
、
ご
み
・
し
尿
等
の
処
理
経
費
、
あ
る
い
は
水

道
事
業
に
お
け
る
特
別
な
財
政
需
要
等
の
諸
経
費
の
一
部
を
外
来
者
よ
り
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
観
光
地
と
し
て
の
施
設
水
準
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
本
年
度
も
駐
車
場
の
舗
装
整
備
な
り

海
岸
清
掃
機
の
購
入
等
の
財
源
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
長
い
間
の
懸

案
事
項
が
実
り
、
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
来
年
に
む
け
て
見
直
し
せ

ね
ば
な
ら
な
い
点
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
施
設
等
の
充
実
を
は
か
り
、

安
全
快
適
な
観
光
地
と
し
て
親
し
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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